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平
成
21
年
７
月
よ
り
、
大
規
模
修
繕
の
た

め
、
長
い
間
休
館
し
て
い
た
深
川
江
戸
資
料

館
が
、
７
月
24
日
よ
り
再
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
再
オ
ー
プ
ン
に
あ

わ
せ
て
、
幕
末
維
新
期
の
江
東
地
域
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
、
特
別
企
画
展
「
江
東
幕

末
発
見
伝
！
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
江
東
区
域
に
は
、
長
州
・
土

佐
藩
を
は
じ
め
、
各
藩
の
大
名
屋
敷
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
隅
田
川
東
岸
に
あ

る
深
川
は
、
大
名
や
問
屋
の
蔵
が
集
中
し
、

「
江
戸
の
倉
庫
」
と
し
て
物
資
が
集
ま
る
と

と
も
に
、
江
戸
市
中
で
も
特
筆
す
べ
き
独
特

の
文
化
や
風
俗
を
持
っ
た
地
域
で
し
た
。

　

ま
た
、
天
保
年
間（
１
８
３
０
〜
１
８
４
４
）

以
降
、
度
重
な
る
異
国
船
来
航
に
備
え
、
本

所･

深
川
地
域
で
は
、
大
砲
製
造
や
砲
術
訓

練
が
行
わ
れ
、
特
に
越
中
島
は
そ
の
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
で
語
ら
れ
て
い

る
幕
末
維
新
期
、
江
東
区
域
で
は
ど
の
よ
う

な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
の
展
示
で
、そ
れ
を
是
非
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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Ⅰ 

開
港
前
夜
の
江
東
地
域

　

18
世
紀
頃
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス

と
い
っ
た
国
々
は
新
た
な
領
土
を
求
め
て
、

東
南
ア
ジ
ア
を
目
指
し
、
イ
ン
ド
な
ど
の

国
々
が
植
民
地
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
19

世
紀
に
入
る
と
、
東
ア
ジ
ア
に
も
そ
の
脅
威

が
迫
っ
て
く
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
天
保

11
年
（
１
８
４
０
）
に
イ
ギ
リ
ス
と
清
と
の

間
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
は
、
２

年
間
の
交
戦
の
末
、
清
の
敗
北
に
終
わ
り
ま

す
。
こ
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
清
は
多
大
な
賠

償
金
の
支
払
い
や
不
平
等
条
約
を
押
し
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
幕
府
は
清
国
の
敗
戦
を
重
要
視
し
、

海
岸
防
備
体
制
の
あ
り
方
を
改
め
ま
す
。
富

津
岬
か
ら
観
音
崎
に
か
け
て
防
御
線
を
敷

き
、
房
総
半
島
や
江
戸
内
海
の
防
備
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
に
あ
っ
た
各

藩
の
大
名
屋
敷
で
は
、
大
砲
製
造
や
砲
術
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
19
世
紀
に
入
っ
て

日
本
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
江
東
区
域
に
あ
っ
た
大
名
屋
敷
に

お
け
る
海
防
対
策
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま

す
。

Ⅱ 

軍
事
拠
点
越
中
島
の
成
立

　

越
中
島
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
島
状
の

土
地
に
榊
原
越
中
守
が
屋
敷
を
持
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
地
名
で
、『
御
府

内
備
考
』に
よ
れ
ば
、正
徳
元
年（
１
７
１
１
）

に
は
町
人
が
土
地
を
拝
領
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
地
域
が
海
防
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ

た
の
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
後
で
あ
り
、
幕
府

の
命
令
に
よ
っ
て
町
人
地
を
召
し
上
げ
て
、

武
蔵
国
忍
藩
の
中
屋
敷
と
し
ま
し
た
。
忍
藩

で
は
、
こ
の
中
屋
敷
で
軍
事
調
練
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
越
中
島
は
幕
府
の
調

練
場
と
な
り
、
江
戸
防
衛
の
最
前
線
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
維
新
を
迎
え
る
と
、
幕
府
の
調
練
場

は
新
政
府
の
陸
軍
練
兵
場
と
な
り
、
し
ば
し

ば
明
治
天
皇
の
観
閲
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）

に
京
橋
区
霊
岸
島
（
現
中
央
区
）
か
ら
東
京

商
船
学
校
（
現
東
京
海
洋
大
学
）
が
移
転

し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
幕
末
維
新

期
の
江
東
区
域
の
中
で
特
筆
す
べ
き
歴
史
を

持
つ
越
中
島
の
変
遷
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま

す
。

Ⅲ 

知
識
層
の
ま
じ
わ
り

　

巨
大
城
下
町
江
戸
の
市
中
で
あ
り
な
が

ら
、
隅
田
川
を
挟
ん
で
東
岸
に
位
置
す
る
深

川
は
、
日
本
橋
や
神
田
と
い
っ
た
地
域
と
は

異
な
っ
た
性
質
を
持
っ
た
地
域
で
し
た
。
18

世
紀
の
中
頃
か
ら
、
永
代
寺
の
門
前
町
を
中

心
に
料
理
屋
や
船
宿
な
ど
が
点
在
し
、
浮
世

絵
や
人
情
本
の
題
材
や
舞
台
と
し
て
深
川
地

域
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
藩
は
藩
士
の
子
弟
を
教
育
す
る

機
関
と
し
て
藩
校
を
設
け
ま
し
た
が
、
江
戸

屋
敷
で
も
同
様
の
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
江
東
区
域
で
は
三
河
西
尾
藩
や
信
濃

松
代
藩
な
ど
が
学
問
や
武
術
を
学
ぶ
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
一
方
、
武
士
だ
け
で
な
く
町

人
や
農
民
も
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
、

市
井
の
剣
術
道
場
や
蘭
学･

国
学
な
ど
の
塾

に
入
門
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
江
戸
の
倉
庫
」
と
し
て
「
ひ
と
」「
も
の
」

が
集
ま
っ
た
深
川
は
、
数
多
く
の
学
者
や
文

化
人
、
い
わ
ゆ
る
知
識
層
と
呼
ば
れ
る
人
々

が
活
動
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
、
幕
末
維
新
の
激
動
期
を
演
出
す
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
層
が
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
み
て

い
き
ま
す
。

Ⅳ 

江
戸
近
郊
農
村
の
明
治
維
新

　

江
戸
市
中
の
様
相
と
は
異
な
り
、
亀
戸･

大
島･

砂
町
地
域
は
、
江
戸
市
中
の
周
辺
の

近
郊
農
村
地
帯
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

平
成
22
年
度
深
川
江
戸
資
料
館
特
別
企
画
展

江
東
幕
末
発
見
伝
！ 

見
ど
こ
ろ

泰平安民画図（中川船番所資料館蔵）
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す
。
一
般
的
に
、
19
世
紀
に
入
る
と
関
東
周

辺
の
農
村
で
は
、
博
徒
や
無
宿
者
が
横
行
す

る
よ
う
に
な
り
、
治
安
が
悪
化
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
幕
府
は
文
政
10
年

（
１
８
２
７
）
に
改
め
て
数
10
ヶ
村
を
一
つ

の
単
位
と
し
て
大
組
合･
小
組
合
と
い
う
治

安
を
目
的
と
し
た
行
政
単
位
を
作
り
出
し
ま

す
。
こ
の
治
安
制
度
の
中
心
に
あ
っ
た
の
が
、

関
東
取
締
出
役
（
通
称
「
八
州
廻
り
」）
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
し
た
。

　

ま
た
、
小
名
木
川
と
中
川
の
交
差
点

に
あ
っ
た
中
川
番
所
は
、
寛
文
６
年

（
１
６
６
６
）
に
小
名
木
川
の
隅
田
川
口
か

ら
移
転
し
て
以
来
、城
下
町
江
戸
東
端
の
「
川

の
関
所
」
と
し
て
、
物
資
や
人
の
往
来
を
取

り
締
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
川
番
所
で

も
、
関
東
近
郊
の
治
安
悪
化
に
伴
っ
て
、
警

備
の
強
化
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
江
東
区
や
江
戸
川

区
に
残
る
村
の
文
書
か
ら
、
江
戸
近
郊
農
村

が
幕
末
維
新
の
激
動
期
を
ど
の
よ
う
に
乗
り

切
っ
て
い
っ
た
の
か
を
み
る
と
と
も
に
、
中

川
番
所
の
最
後
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
き
ま

す
。

Ⅴ 

明
治
維
新
と
江
東
地
域

　

ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
安
政
期
以
降
は
、
日

本
各
地
で
地
震
や
天
変
が
相
次
い
で
起
こ
り

ま
す
。
ま
た
、
安
政
開
港
を
主
導
し
た
井
伊

直
弼
が
桜
田
門
外
の
変
で
、
水
戸
浪
士
ら
に

暗
殺
さ
れ
る
な
ど
、
幕
府
を
中
心
と
す
る
政

局
に
も
暗
雲
が
立
ち
こ
め
て
い
き
ま
す
。

　

不
穏
な
社
会
情
勢
を
打
開
す
べ
く
、
武
士

の
み
な
ら
ず
町
人
や
商
人
、
農
民
な
ど
も
新

た
な
時
代
を
作
り
上
げ
る
べ
く
模
索
し
て
い

き
ま
す
。
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
10
月
、

徳
川
慶
喜
は
大
政
奉
還
を
行
い
、
薩
長
の
下

級
武
士
を
中
心
と
す
る
勢
力
が
新
た
な
権
力

主
体
と
し
て
、
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
し
て

き
ま
す
。
そ
し
て
、
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍

と
の
間
で
戊
辰
戦
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
江

戸
城
は
無
血
開
城
す
る
も
の
の
、
上
野
山
や

市
川
あ
た
り
で
は
両
軍
の
戦
闘
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維

新
に
か
け
て
の
江
東
区
域
の
様
子
を
概
観
す

る
と
と
も
に
、
明
治
期
に
起
こ
っ
た
「
江
戸

回
顧
」
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
き
ま
す
。

終
章 「
江
戸
情
緒　

深
川
」
の
誕
生

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
に
完
成
し
た
『
深

川
区
史
』
上･

下
巻
は
、
早
稲
田
大
学
教
授

の
歴
史
学
者
西
村
眞
次
を
中
心
と
し
た
深
川

区
史
編
纂
委
員
会
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
他
地
域
で
も
自
治
体
史
と
呼
ば
れ
る
内

容
の
書
籍
が
作
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
『
深
川

区
史
』
は
こ
の
自
治
体
史
と
は
一
線
を
画
す

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
下
巻
に

「
深
川
情
調
の
研
究
」
と
い
う
題
名
が
付
さ

れ
、
江
戸
時
代
の
「
深
川
民
衆
の
情
緒
生
活
」

を
明
ら
か
に
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
で

す
。

　
「
辰
巳
風
」
や
「
き
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
深

川
気
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
の
試

み
は
、
そ
の
後
深
川
を
舞
台
と
し
た
文
学
作

品
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
江
東
区
で
も
「
深
川
文
化
」
を
追
求

す
る
研
究
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
61

年
（
１
９
８
６
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
深
川
江

戸
資
料
館
は
、
こ
の
深
川
文
化
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
う
展
示
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
幕
末
維

新
期
の
深
川
」
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て

い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
展
示
の
他
に
、
企
画
展
示
室
で
は
幕

末
維
新
期
に
江
東
区
域
に
関
わ
り
の
あ
っ
た

著
名
人
を
紹
介
す
る
「
江
東
幕
末
百
人
伝
」

を
展
示
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
視
点
か
ら
幕

末
維
新
の
江
東
区
域
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

（
文
化
財
専
門
員　

龍
澤 

潤
）

大地震火事略図（中川船番所資料館蔵）
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平成22年7月24日（土）～8月15日（日）期　　間

午前９時30分～午後５時
（４時30分までにお入りください）
（企画展開催中は無休）

観覧時間

大人3００円・小中学生50円入 館 料

都営地下鉄大江戸線「清澄白河」駅下車A3出口徒歩3分
東京メトロ半蔵門線「清澄白河」駅下車A3出口徒歩3分

交　　通

江東区深川江戸資料館 江東区白河１‐３‐２８
☎３６30－8625

問 合 せ

http://www.kcf.or.jp/fukagawa/HPアドレス
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「
古
池
伝
説
と
芭
蕉
庵
の
再
興
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
芭
蕉
が
深
川
に
移
り
住
ん
だ
と

き
に
詠
ん
だ
俳
文
「
柴
の
戸
」（『
続
深
川
集
』

寛
政
３
年
〔
１
７
９
１
〕
刊
）
を
皮
切
り
に
、

「
昭
和
二
十
一
年
当
時
の
深
川
芭
蕉
庵
趾
の

図
」
と
題
し
た
水
彩
画
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
作
品
は
、
良
之
助
な
る
人
物
の
昭

和
三
十
七
年
の
作
で
、
芭
蕉
稲
荷
の
後
方
に

新
大
橋
が

描
か
れ
、

当
時
の
様

相
を
伝
え

る
貴
重
な

風
景
画
で

す
。ま
た
、

上
島
鬼
貫

の
芭
蕉
像

（
写
）
は
、

今
回
が
初
公
開
と
な
り
ま
す
。
芭
蕉
の
実
像

を
伝
え
る
肖
像
画
と
し
て
は
、
森
川
許
六
が

描
い
た
も
の
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
作
品
は
そ
れ
を
も
と
に
鬼
貫
が
、
そ
し
て
、

後
世
に
更
に
別
の
人
が
描
い
た
写
し
で
あ
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、「
古
池
や
」

の
句
が
所
収
さ
れ
る
『
蛙
合
』（
仙
化
編
）

の
版
本
や
写
本
、
芭
蕉
と
血
縁
関
係
に
あ
っ

た
天
野
桃
隣
の
系
譜
を
引
く
十
二
世
太
白
堂

明
月
女
筆
の
「
古
池
や
」
の
句
幅
な
ど
の
作

品
が
並
び
ま
す
。

　
「
雪
中
庵
系
俳
人
の
芭
蕉
顕
彰
活
動
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
芭
蕉
記
念
館
の
近
く
の
要

津
寺
（
墨
田
区
千
歳
）
を
拠
点
と
し
た
俳
壇

で
あ
っ
た

服
部
嵐
雪

系
の
雪
中

庵
一
門
を

紹
介
し
て

い
ま
す
。

雪
中
庵

は
、
一
世

嵐
雪
、
二

世
桜
井
吏
登
、
三
世
大
島
蓼
太
、
四
世
大
島

完
来
な
ど
と
続
き
ま
す
。と
り
わ
け
蓼
太
は
、

雪
中
庵
隆
盛
期
の
俳
人
で
、俳
書
２
０
０
種
、

文
台
を
許
し
た
輩
は
40
人
、
門
人
３
０
０
０

人
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
蓼
太
は
要
津
寺
に
芭
蕉
庵
を
再
興
し
、
芭

蕉
の
顕
彰
活
動
を
活
発
に
行
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
１
月
号
の
『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
に
見
え
る
中
村
不
折
筆
の
「
再

興
要
津
寺
芭
蕉
庵
図
」
は
、
彼
の
祖
父
が
残

し
た
原
図
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

従
来
、
こ
の
絵
は
、
江
東
区
常
盤
付
近
の
深

川
芭
蕉
庵
再
興
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
類
し
た
絵

を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
場
所
は
要
津
寺
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
完
来
以
後
の
雪
中
庵
系
の
俳
人
で
あ
る

服
部
梅
年
、
杉
浦
宇
貫
、
清
水
東
枝
な
ど
の

作
品
も
併
せ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
江

戸
に
お
け
る
芭
蕉
―
そ
の
生
活
と
住
い
―
」

と
題
し
て
、「
◆
江
戸
下
向
を
め
ぐ
る
諸
説

（
Ⅰ
）
桃
青
寺
と
芭
蕉
、（
Ⅱ
）
杉
風
と
芭
蕉
、

（
Ⅲ
）
卜
尺
と
芭
蕉
」、「
◆
深
川
移
居
以
前

の
生
活
」、「
◆
深
川
移
居
の
年
次
」、「
◆
深

川
芭
蕉
庵
の
位
置
（
Ⅰ
）
第
一
次
芭
蕉
庵
、

（
Ⅱ
）第
二
次
芭
蕉
庵
、（
Ⅲ
）第
三
次
芭
蕉
庵
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
を
も
と
に
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
深
川
芭
蕉
庵
に
お
け
る
芭

蕉
の
俳
諧
活
動
や
そ
の
芭
蕉
を
讃
え
る
俳
壇

の
活
動
の
事
績
、
そ
し
て
「
芭
蕉
庵
」
と
い

う
生
活
の
拠
点
を
中
心
に
江
戸
、
と
り
わ
け

深
川
に
お
け
る
彼
の
足
跡
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　

深
川
芭
蕉
庵
移
居
三
百
三
十
年
と
い
う
記

念
の
年
に
、
当
館
の
展
示
を
通
し
て
、
芭
蕉

の
見
た
深
川
の
地
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。 

（
生
島
修
平
）

古
池
伝
説
と
芭
蕉
庵
の
再
興
／

雪
中
庵
系
俳
人
の
芭
蕉
顕
彰
活
動

平
成
22
年
度
芭
蕉
記
念
館
企
画
展

　

延
宝
８
年（
１
６
８
０
）の
冬
に
芭
蕉
は
、門
人
の
杉
山
杉
風
の
助
力
に
よ
り
、江
戸
の
日

本
橋
か
ら
大
川（
隅
田
川
）を
挟
ん
だ
深
川
の
地
に
移
り
住
み
ま
し
た
。あ
れ
か
ら
今
年
で

三
百
三
十
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
芭
蕉
記
念
館
で
は
、こ
れ
に
併
せ
て「
古
池
伝
説
芭
蕉
庵
の
再
興
」等
の
展
示
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
７
月
１
日（
木
）〜
１２
月
12
日（
日
）ま
で

深
川
芭
蕉
庵
移
居
三
百
三
十
年

古
池
伝
説
と
芭
蕉
庵
の
再
興
／

雪
中
庵
系
俳
人
の
芭
蕉
顕
彰
活
動

芭
蕉
記
念
館

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）

展
示
室
休
室

第
２・４
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

入

館

料

大
人
1
0
0
円・小
中
学
生
５０
円

問

合

せ

江
東
区
芭
蕉
記
念
館

☎
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８

江
東
区
常
盤
１
│

６
│

３

「上島鬼貫筆　
　 芭蕉像」（写）

仙化編『蛙合』（貞享 3 年）

良之助筆　「昭和二十一年当時の
深川芭蕉庵趾の図」
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普
段
、
何
気
な
く
歩
く
道
、
そ
の
道
が
い

つ
ご
ろ
か
ら
あ
っ
た
道
な
の
か
、
皆
さ
ん
考

え
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
街
並
み
の

変
化
と
と
も
に
、
年
々
、
古
い
道
を
た
ど
る

こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
シ

リ
ー
ズ
は
、
現
在
残
る
江
戸
時
代
以
来
の
古

道
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
浅
間
神
社
（
亀
戸
９
）
に
残
さ

れ
て
い
る
道
標
を
手
が
か
り
に
、
古
道
を
た

ず
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅
間
神
社
の
道
標

　

道
標
は
、
区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
で
、「
富

士
せ
ん
げ
ん
・
亀
戸
天
神
・
六
阿
み
だ
・
あ
さ

く
さ
道
道
標
」
と
い
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
長

い
名
前
で
す
が
、
正
面
の
刻
銘
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
本
所
六
ツ
目
の
地
蔵
講
中
の
人
た

ち
が
、
享
和
元
年

（
１
８
０
１
）
10
月

に
建
て
ま
し
た
。

　

も
と
は
、
房
総

と
江
戸
と
を
結
ぶ

元
佐
倉
道
と
、
北

側
の
浅
間
神
社
へ
至
る
道
と
の
分
岐
点
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
（
絵
図
参
照
）。
ま

た
「
是
よ
り
右
」
か
ら
、
正
面
を
東
に
向
け

て
建
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
戦
災
後

の
区
画
整
理
に
と
も
な
い
、
昭
和
29
年
ま
で

に
浅
間
神
社
境
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
道
標
が
案
内
す
る
浅
間
神
社
、

亀
戸
天
神
、
六
阿
弥
陀
（
常
光
寺
）、
そ
し

て
浅
草
へ
と
至
る
、
江
戸
時
代
の
道
を
た
ず

ね
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

逆
井
の
渡
し
か
ら
六
ツ
目
ま
で

　

江
戸
時
代
、
下
総

方
面
か
ら
中
川
を
越

え
る
に
は
、
逆
井
の

渡
し
を
利
用
し
ま

し
た
。
明
治
12
年

（
１
８
７
９
）
の
架

橋
に
よ
り
、
渡
し
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
昭
和
43
年
竣
工

の
逆
井
橋
が
架
か
っ

て
い
ま
す
（
写
真

①
）。

　

橋
を
渡
っ
て
江
東

区
に
入
り
ま
す
。
竪

川
は
埋
め
ら
れ
て
公

園
と
な
り
、
頭
上

に
は
首
都
高
速
が
走
っ
て
い
ま
す
。
写
真
②

は
、
道
標
が
あ
っ
た
辺
り
で
す
（
亀
戸
９
―

13
、
14
）。
江
戸
時
代
、
竪
川
に
は
六
之
橋

が
架
か
り
、
両
岸
は
「
六
之
橋
」「
六
ツ
目
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
橋
は
、
延
宝
の
頃

（
17
世
紀
後
半
）
に
撤
去
さ
れ
た
と
い
わ
れ

（「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」）、
道
標
が
建
て

ら
れ
た
時
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

浅
間
神
社
へ
行
く
道

　

道
標
を
見
た
人
は
、
右
手
（
北
方
向
）
に

折
れ
る
道
に
入
っ
て
、
浅
間
神
社
へ
向
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
（
絵
図
参
照
）、
現
在
、

古
道
の
面
影
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
辺
り
は
、
再
開
発
で
景
観
が
一
変
し
、

道
標
が
案
内
す
る
道
の
大
部
分
は
失
わ
れ
ま

し
た
（
都
市
計
画
図
の
濃
い
グ
レ
ー
の
部
分

が
現
在
の
道
）。
た
だ
、
城
東
社
会
保
険
病

院
西
側
の
道
の
入
り
口
が
、
古
道
と
重
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
道
を
進
み
、
交
差
点
を
左

折
し
て
亀
戸
浅
間
通
り
を
歩
い
て
行
く
と
神

社
が
見
え
て
き
ま
す
（
写
真
③
）。

　

亀
戸
浅
間
通
り
は
近
代
の
道
で
、
大
正
６

年
（
１
９
１
７
）
12
月
に
開
通
し
た
城
東
電

車
が
走
り
、
錦
糸
町

と
小
松
川
を
結
ん
で

い
ま
し
た
。
の
ち
都

電
25
系
統
と
な
り
、

昭
和
43
年
９
月
ま
で

市
民
の
足
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
神
社

境
内
に
は
、
そ
の
レ
ー
ル
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

再
開
発
前
に
は
、
神
社
境
内
地
に
沿
っ
て

蛇
行
す
る
道
が
あ
り
ま
し
た
。
絵
図
を
見
れ

ば
、
江
戸
時
代
以
来
の
古
道
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
特
徴
的
な
道
筋
の
様
子
は
、

航
空
写
真
（
平
成
７
年
３
月
撮
影
）
に
よ
り

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
道
標
に
見
え
る
「
冨
士
せ
ん
げ
ん
」

と
は
、
浅
間
神
社
の
富
士
塚
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
塚
は
、
区
画
整
理
に
よ
り
、
現
在
は

隣
の
公
園
内
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
位
置
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。  （
次
回
へ
続
く
）

（
文
化
財
専
門
員　

栗
原 

修
）

逆
井
か
ら
亀
戸
浅
間
神
社
へ

逆
井
か
ら
亀
戸
浅
間
神
社
へ

江
東

1

古
道

の

を
ゆ
く

是
よ
り
右

道

冨
士
せ
ん
げ
ん

亀
戸
天
神

六
阿
ミ
だ

あ
さ
く
さ

天明元年（1781）「本所・深川割絵図」
（部分）（深川江戸資料館所蔵）
※丸数字は写真番号に対応

亀戸・大島・小松川地区第二種市街地再開発事業　計画図 2（部分）（東京都）

中
　川

③

② ①

③

② ①

浅間神社

逆井の渡し

道標
（推定地）

N

竪川

中
　川

浅間神社

逆井の渡し

道標
（推定地）

竪川

元佐倉道元佐倉道①

②

③
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昨
年
度
の
区
外
史
料
調
査
は
、
平
成
21
年

８
月
に
深
川
江
戸
資
料
館
の
再
オ
ー
プ
ン
の

特
別
企
画
展
に
関
連
し
て
、
高
知
県
高
知
市

に
あ
る
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
、
土
佐

山
内
家
宝
物
資
料
館
、
高
知
県
立
図
書
館
、

高
知
市
立
市
民
図
書
館
な
ど
で
土
佐
藩
江
戸

屋
敷
に
関
連
し
た
所
在
史
料
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
坂
本
龍
馬
や
中
浜
万
次

郎
に
関
連
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
下
町
文

化
前
号
（
２
４
９
号
）「
江
東
区
に
み
る
坂

本
龍
馬
の
痕
跡
」
で
紹
介
し
た
通
り
で
す
。

　

今
回
は
、
幕
末
期
の
江
東
区
域
の
大
名
屋

敷
の
実
態
に
つ
い
て
、
文
化
人
や
藩
士
の
交

流
と
い
う
視
点
か
ら
み
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
の
『
武
鑑
』

に
よ
れ
ば
、幕
末
期
の
江
東
区
域
に
は
、【
表
】

の
と
お
り
数
多
く
の
大
名
屋
敷
が
所
在
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、陸
奥
下し
も

手て

渡ど

藩
（
現

福
島
県
）
立
花
家
の
上
屋
敷
が
「
深
川
高
橋
」

に
あ
る
の
は
別
格
と
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
下
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
以
外
に
も
、『
武
鑑
』
に
記
さ
れ

て
い
な
い
抱
屋
敷
な
ど
も
存
在
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

藩
主
や
そ
の
家
族
が
住
ま
う
よ
う
な
御
殿

空
間
を
持
つ
上
屋
敷
と
は
異
な
り
、
下
屋
敷

が
ど
の
よ
う
な
利
用
を
さ
れ
て
い
た
の
か

は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
く
あ
り
ま

す
。
河
川
や
堀
割
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
本

所･

深
川
地
域
の
大
名
屋
敷
は
、
水
上
交
通

を
利
用
し
て
倉
庫
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
小
名
木
川
沿

い
の
「
ふ
か
川
高
橋
」
に
あ
っ
た
常
陸
土
浦

藩
の
下
屋
敷
の
絵
図
面
（
国
文
学
研
究
資
料

館
所
蔵
）
を
み
る
と
、
川
の
水
を
引
き
入
れ

て
回
遊
式
の
池
を
設
け
る
な
ど
、
別
荘
の
よ

う
な
利
用
の
さ
れ
方
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

高
知
県
立
図
書
館
に
は
宮
地
文
庫
と
呼
ば

れ
る
寄
贈
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
資
料
群
の
中
に
、「
江
戸
日
記
」
と
題
箋

が
付
さ
れ
た
帳
面
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
日

記
は
土
佐
藩
の
儒
者
宮み
や

地じ

仲な
か

枝え

が
、
江
戸
出

府
に
際
し
て
、
江
戸
ま
で
の
行
き
来
や
江
戸

で
の
活
動
を
記
し
た
も
の
で
す
。

　

宮
地
家
は
代
々
土
佐
藩
の
儒
学
者
の
家
柄

で
あ
り
、
初
代
宮
地
静
軒
、
二
代
春
樹
、
そ

し
て
三
代
仲
枝
と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
宮

地
家
に
は
、
宝
永
２
年
（
１
７
０
５
）
か
ら

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）
の
１
３
８
年
間
、

父
祖
３
代
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
た
日
記
が
あ

り
、
こ
れ
は
宮
地
佐
一
郎
の
小
説
『
宮
地
家

三
代
日
記
』（
昭
和
45
年　

光
風
社
）
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
宮
地
仲
枝
が
残
し
た
「
江
戸
日
記
」

で
は
、
天
保
３
年
（
１
８
３
２
）
か
ら
４
年

に
か
け
て
、
築
地
に
あ
っ
た
中
屋
敷
を
活
動

拠
点
と
し
て
、
藩
内
で
の
講
義
や
学
者･

文

人
と
の
交
流
の
様
相
な
ど
を
窺
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
彼
の
日
記
に
は
、
天
保
４
年
２
月

15
日
に
深
川
に
あ
っ
た
阿
波
徳
島
藩
の
蜂
須

賀
家
屋
敷
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
蜂
須
賀
家
の
黒
部

文
蔵
な
る
人
物
の
案
内
で
、
阿
波
藩
の
御
座

船
と
御
庭
を
見
学
し
た
と
あ
り
ま
す
。
蜂
須

賀
家
は
【
表
】
に
よ
れ
ば
、「
深
川
八
ま
ん
前
」

と
「
本
所
小
名
木
川
」
の
２
カ
所
に
下
屋
敷

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ

の
御
座
船
を
見
学
し
た
屋
敷
は
、「
深
川
八

ま
ん
前
」（【
図
１
】）
で
し
た
。

　

仲
枝
は
、「
深
川
八
ま
ん
前
」
の
屋
敷
（
松

平
阿
波
守
）
を
出
て
、
洲
崎
を
経
由
し
て
十

間
川
沿
い
に
歩
い
て
砂
村
の
御
鷹
野
の
場

所
へ
向
か
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
御
鷹
野
の

管
理
を
し
て
い
た
名
主
勘
太
郎
に
案
内
を
受

け
、
麦
飯
を
食
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
御
鷹
野
は
土
佐
藩
の
砂
村
屋
敷
周

辺
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
屋
敷
周

辺
に
は
八
右
衛
門
新
田
、
亀
高
新
田
な
ど
が

あ
り
、
勘
太
郎
が
ど
こ
の
村
の
名
主
で
あ
っ

た
か
は
不
明
で
す
。

　

そ
の
後
、
小
名
木
川
沿
い
に
あ
っ
た
蜂
須

賀
家
の
屋
敷
に
も
立
ち
寄
り
、
庭
園
を
見
学

し
ま
す
。
そ
し
て
、
小
名
木
川
を
船
で
渡
っ

て
、
大
島
村
に
あ
っ
た
五
百
羅
漢
寺
、
亀
戸

天
神
、
本
所
法
恩
寺
前
、
両
国
橋
を
経
由
し

て
築
地
の
中
屋
敷
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

仲
枝
の
遠
足
に
同
行
し
た
黒
部
文
蔵
な
る

人
物
は
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
か
は
不
明

で
す
が
、「
先
達
」
と
い
う
言
葉
が
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仲
枝
と
同
じ
く

学
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

仲
枝
は
土
佐
藩
の
学
者
谷た
に

真ま

潮し
お

に
師
事
し

て
儒
学
な
ど
を
学
び
、
そ
の
後
江
戸
で
塙は

な
わ
ほ保

幕
末
期
の
大
名
屋
敷
　

〜
区
外
史
料
調
査
を
踏
ま
え
て
〜

幕
末
期
の
大
名
屋
敷
　

〜
区
外
史
料
調
査
を
踏
ま
え
て
〜

江
東
歴
史
紀
行

【図1】「本所深川絵図」（部分）
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己き

一い
ち
の
門
を
た
た
き
、
保
己
一
が
ま
と
め
た

大
著
『
群
書
類
従
』
の
手
助
け
を
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
（
前
掲
『
宮
地
家
三
代
日

記
』）。
数
度
に
わ
た
る
江
戸
出
府
で
は
、
幕

府
や
他
藩
の
学
者･
文
人
な
ど
と
接
す
る
機

会
が
生
ま
れ
、
そ
の
中
で
知
見
を
広
げ
た
よ

う
で
す
。

　

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
長
州
藩
が
砂
村

新
田
に
持
っ
て
い
た
抱
屋
敷
で
す
。
こ
の
屋

敷
地
は
、
寛
政
２
年
（
１
７
９
０
）
に
砂
村

新
田
藤
兵
衛
、
平
井
新
田
安
右
衛
門
か
ら
土

地
を
購
入
し
た
の
が
そ
の
端
緒
で
し
た
（
小

泉
雅
弘
「
近
世
近
代
移
行
期
の
長
州
藩
毛
利

家
と
抱
屋
敷
内
神
社
」『
江
東
区
文
化
財
研

究
紀
要
』９　

平
成
10
年
）。
こ
の
屋
敷
で
は
、

嘉
永
年
間
に
大
砲
を
鋳
造
し
て
い
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
（
前
掲
「
江
東
区
に
み
る

坂
本
龍
馬
の
痕
跡
」）。

　

し
か
し
、
こ
の
屋
敷
が
水
戸
藩
と
の
密
談

に
使
わ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
毛
利
家
歴
史
史
料
編
纂
所
で
刊
行
さ

れ
た
『
防
長
回
天
史
』
に
よ
れ
ば
、
文
久
元

年
（
１
８
６
１
）
３
月
27
日
、
長
州
藩
の
宍

戸
九
郎
兵
衛
、
小
幡
彦
七
、
桂
小
五
郎
等
と

水
戸
藩
の
美
濃
部
又
五
郎
、
尼
子
長
三
郎
に

よ
る
密
談
が
砂
村
屋
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
密
約
は
万
延
元
年（
１
８
６
０
）７
月
、

水
戸･

長
州
両
藩
の
有
志
で
結
ば
れ
た
丙へ

い
し
ん辰

丸ま
る

盟
約
（「
成
破
の
盟
」） 

に
連
動
す
る
も
の

で
し
た
。
長
州
藩
の
軍
艦
丙
辰
丸
の
船
上
で

行
わ
れ
た
盟
約
は
、
老
中
安
藤
信
正
に
対
抗

し
、
水
戸
藩
が
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
を
襲

撃
し
、
長
州
藩
が
事
後
収
拾
に
つ
と
め
る
と

い
っ
た
内
容
を
取
り
決
め
た
も
の
で
し
た
。

　

文
久
元
年
に
砂
村
屋
敷
で
行
わ
れ
た
密
談

で
は
、
両
藩
の
交
易
を
進
め
る
べ
く
行
わ
れ

た
も
の
で
、
長
州
の
塩
と
水
戸
の
大
豆
を
直

接
取
引
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の

交
易
に
あ
た
っ
て
は
、
長
州
藩
が
製
造
し
た

「
外
国
形
船
」
を
用
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、実
際
の
直
接
交
易
に
あ
た
っ

て
は
幕
府
の
嫌
疑
が
避
け
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
さ
れ
、
こ
の
密
談
は
終
わ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

水
戸･

長
州
両
藩
の
こ
の
盟
約
は
、
長
州

藩
の
要
職
長
井
雅う

た楽
、
周す

ふ布
政
之
助
を
交
え
、

藩
同
士
の
盟
約
へ
と
繋
げ
よ
う
と
す
る
意
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
頓
挫
し
て

終
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
談
に

砂
村
屋
敷
が
用
い
ら
れ
た
理
由
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
く
ま
で
も
両
藩
の
有
志

に
よ
る
会
談
で
あ
っ
た
た
め
、
目
立
た
な
い

場
所
で
行
お
う
と
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま

す
。

　

藩
主
や
藩
要
職
が
い
る
上
・
中
屋
敷
と
は

異
な
り
、
米
や
諸
物
資
の
蔵
が
配
置
さ
れ
た

下
屋
敷
や
抱
屋
敷
な
ど
で
は
、
こ
の
よ
う
な

密
談
が
行
い
や
す
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
。
特
に
、
大
島
や
砂
村
地
域
は
農
村
地

域
の
中
に
大
名
屋
敷
が
点
在
す
る
立
地
条
件

で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
江
東
区
域
に
あ
っ
た
大
名
屋

敷
は
、
史
料
的
な
制
約
が
多
く
、
具
体
的
な

こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
数
少
な

い
例
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
意
外
と
幕
末
維

新
の
動
乱
を
演
出
す
る
よ
う
な
事
例
が
見
ら

れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
専
門
員　

龍
澤 

潤
）

常陸水戸
常陸新治
美作津山
奥州会津
加賀金沢
奥州仙台
肥後熊本
因州新田
阿波徳島
阿波徳島
土佐高知
越前丸岡
出羽亀田
武蔵忍
越後高田
近江膳所
豊前小倉
肥前唐津
下野烏山
陸奥下手渡
信濃松代
武蔵岡部
美濃大垣
下野宇都宮
上野館林
下総佐倉
常陸土浦
下総古河
常陸笠間
常陸笠間
丹後田辺
三河吉田
上総大多喜
上野高崎
信濃松本
三河西尾
信濃上田
摂津尼崎
信濃高遠
肥前平戸新田
常陸下館
但馬豊岡
常陸下妻
下総高岡
下総関宿
和泉岸和田
上野安中
陸奥福島
遠江掛川
石見津和野
丹波綾部
信濃須坂
近江仁正寺
下総生実
常陸麻生

永代新田
小名木沢
深川海辺大工丁
深川高はし
深川
深川
石こだ
本所小名木川
本所小名木川
深川八まん前
深川小名木川
深川清住丁
本所五ツ目
深川越中島
本所五ツ目
亀戸
すな村
深川高はし
深川小名木川
深川高橋
深川小松丁
深川冨川丁
深川越中島後
深川清すみ丁
ふか川
深川
ふか川高橋
本所さる江
本所小名木沢
深川大和丁
本所さる江
深川蛤町
深川
海辺大工丁
ふか川
深川万年丁
深川扇橋
深川元番所
深川嶋田丁
亀戸
深川小名木川
深川海辺新田
本所さる江
亀戸
ふか川
本所小名木川
本所五つめ
本所さるへ
深川高はし
深川八まん前
本所五本松
亀戸川はた
本所五つめ
本所さる江
深川小名木川

徳川慶篤
松平頼縄
松平斎民
松平容敬
前田斎泰
伊達慶邦
細川斎護
松平定性
蜂須賀斎裕
蜂須賀斎裕
山内豊信
有馬温純
岩城隆喜
松平忠国
榊原政恒
本多康融
小笠原忠徴
小笠原長国
大久保忠美
立花鍾之助
真田幸孝
安部信宝
戸田氏正
戸田忠温
秋元志朝
堀田正篤
土屋寅直
土井利則
牧野貞久
牧野貞久
牧野節成
松平信古
松平正和
松平輝聴
松平光則
松平乗全
松平忠優
松平忠栄
内藤頼寧
松浦皓
石川總定
京極孝篤
井上正誠
井上正和
久世広周
岡部長和
板倉勝明
板倉勝顕
太田資功
亀井茲監
九鬼隆都
堀直武
市橋長和
森川俊民
新庄直彪

下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
中
下
下
下
下
下
上
下
下
中
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
中
下
下
中
下
下
下
下
下
下

藩 別 場所姓名

嘉永2年（1849）時点の江東区域の大名屋敷

※嘉永2年「武鑑」より作成した。
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右
下
の
古
写
真
は
、
昭
和
30
年
代
末
頃
に
、

千
石
３
―
１
に
あ
っ
た
大
東
京
木
材
株
式
会

社
荷
扱
所
を
仙
台
堀
川
の
対
岸
か
ら
撮
影
し

た
も
の
で
す
。

　

大
東
京
木
材
株
式
会
社
で
は
材
木
を
川
か

ら
陸
揚
げ
し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
仕
事

を
し
て
お
り
、
写
真
は
仙
台
堀
川
に
浮
か
ぶ

材
木
を
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

木
場
が
新
木
場
に
移
転
し
た
後
、
仙
台
堀

川
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
現
在
は
景
観

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
（
左
下
の
写

真
）。
大
東
京
木
材
株
式
会
社
荷
扱
所
は
駐

車
場
と
な
っ
て
お
り
、
古
写
真
で
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
が
走
っ
て
い
る
場
所
に
は
今
は
遊
具

が
あ
り
ま
す
。
仙
台
堀
川
の
堤
防
だ
け
が
今

も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
古
写
真
は
加
瀬
重
雄
様
か
ら

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西　

崇
）

　

区
内
最
古
の
茅
葺
民
家
で
区
の
指
定
文
化

財
で
も
あ
る
旧
大
石
家
住
宅
で
は
、
区
内
の

小
学
校
が
、「
昔
の
く
ら
し
を
知
る
」「
地
域

の
歴
史
を
調
べ
る
」
と
い
っ
た
学
習
の
一
環

で
見
学
に
訪
れ
ま
す
。

　

土
間
に
は
、
明
治
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に

な
っ
た
ノ
リ
養
殖
の
道
具
、
良
質
の
水
が
出

る
井
戸
が
な
か
っ
た
た
め
、
水
売
り
か
ら
購

入
し
た
飲
み
水
を
入
れ
て
お
く
大
き
な
水
ガ

メ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
板
の
間
や

座
敷
に
は
お
ひ
つ
・
箪
笥
・
長
持
・
柳
行

李
と
い
っ
た
生
活
道
具
が
置
い
て
あ
り
ま

す
。
地
域
の
歴
史
と
旧
大
石
家
住
宅
に
つ
い

て
説
明
し
た
あ
と
、
展
示
資
料
を
見
て
名
前

や
何
に
使
っ
た
も
の
か
な
ど
調
べ
て
も
ら
い

ま
す
。
旧
大
石
家
住
宅
の
中
で
子
ど
も
達
に

一
番
人
気
が
あ
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
囲
炉

裏
で
す
。「
け
む
た
〜
い
」
と
言
い
な
が
ら

も
囲
炉
裏
の
周
囲
に
座
り
暖
か
さ
を
体
感
し

て
い
ま
す
。
囲
炉
裏
の
次
に
注
目
を
集
め
る

の
が
屋
根
裏
で
す
。
江
東
地
域
は
江
戸
時
代

か
ら
水
害
が
多
く
、
こ
の
地
域
の
住
宅
は
水

害
時
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
屋
根
裏
を
広
く

造
っ
て
あ
り
、
旧
大
石
家
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。
屋
根
裏
へ
上
が
る
梯は
し

子ご

は
普
段
は
取
り

外
し
て
あ
る
の
で
、「
ど
う
や
っ
て
上
が
る
の
」

「
見
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

見
学
を
終
え
て
ふ
と
気
付
く
と
囲
炉
裏
の

周
り
に
か
わ
い
い
足
跡
が
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。
土
間
と
座
敷
を
行
っ
た
り
来
た
り

し
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
裸
足
で
土
間
に
下

り
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
帰
り
際
に
先
生
か

ら
「
待
っ
た
」
が
か
か
り
、
代
表
者
が
雑
巾

が
け
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
て
歴
史
あ
る
建
造
物
や
文
化
財
を
大
切

に
し
て
い
く
心
が
芽
生
え
る
と
う
れ
し
い
で

す
ね
。

　

平
成
21
年
度
に
は
、
小
学
生
の
ほ
か
、
大

学
生
の
団
体
見
学
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
建
築
を
専
攻
す
る
学
生
さ
ん
た
ち
で
、

旧
大
石
家
の
柱
間
を
測
り
、
平
面
図
や
立
面

図
を
描
い
て
い
く
実
測
実
習
の
た
め
で
す
。

将
来
的
に
古
民
家
の
保
存
に
携
わ
る
仕
事
に

就
く
方
が
生
ま
れ
る
と
思
う
と
心
強
く
感
じ

ま
す
。
１
０
０
年
・
２
０
０
年
と
時
を
重
ね

た
古
民
家
を
将
来
に
残
す
に
は
、
若
い
世
代

の
方
に
も
興
味
を
持
ち
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
見
学
に
き
た
小
学

生
の
中
か
ら

も
、
伝
統
的
建

造
物
を
保
存

し
、
継
承
し
て

い
く
若
い
力
が

き
っ
と
育
つ
こ

と
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

向
山
伸
子
）

旧
大
石
家
と
学
校
見
学

囲
炉
裏
ば
た（
旧
大
石
家
日
記
） 

⑪

（9）
右下の古写真のアングル（現在の地図上にて）

古写真の場所の現在の様子 大東京木材株式会社荷扱所（昭和30年代末）
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